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【要旨】
本研究は1998年以降、高等教育機関における生涯学習支援システムの構築を目

指して、青年期の学習動機づけ過程について検討を重ねている。自由記述の分析か
ら学生が自己成長意識を明確に認識できておらず、「教員に求める支援」と必ずし
も一致しないこと、個々の自己効力感や人生成熟度のレベルによって「教員に求め
る支援」の質が異なることが示唆された'-2)。今回は学生個々の支援ニーズを判断す
るために、「自己成長意識」と「自己の課題」、「教員に求める支援」等について
尺度化に取り組んだ。その検討過程と尺度としての可能性と限界、今後の課題など
を述べる。

1.はじめに
本研究は高等教育機関において生涯学習を支援するシステムの構築を目指し、青年期の

学生を対象に学習動機づけ過程について1998年以降検討を重ねている｡学生の自由記述の
分析から、自己成長意識が明確ではなく、その実現のための課題や教員に求める支援とは
必ずしも一致しないこと、また個人々の自己効力感や人生成熟度のレベルによって教員に
求める支援の質が異なることが示唆され本学会論集において第５報として報告した。
今回は学生個々の支援ニーズを判断するために、自由記述の分析をもとに「自己成長意

識」と「自己の課題」、「教員に求める支援」等について項目を設定し、尺度化に取り組
んだ。その検討過程と尺度としての課題などを報告する。

2.学習動機づけ過程について
(1)生涯学習を支援する意味
生涯学習社会においては学習者が自らの学習を選択し、デザインすることが重要である

が､学習過程はさまざまな要因（学習者、学習内容、学習方法､教育者、教育内容、教育方
法など）が相互に作用しあって作りあげられる。高等教育機関に在籍する学生-特に将来の
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職業に結びついた専攻の場合-には、学習の目的が明確（達成目標傾向）であり、学習の結
果を左右する要因（能力．努力観）や、自分がどのように学習すればよいか（学習方法）
について理解していると考えた｡しかしこの時期の学生は、学習という課題に加え、青年期
の発達課題であるアイデンティティ確立や職業選択など多様な課題を抱えている。本研究
ではこのような学生が生涯に渡って学ぶ人として成長することを願い、教員としての支援
について探索することを目的とし、より実践的な提案を目指している。
(2)学生の学習動機付け過程と教員の支援について（図１）
速水3)らの研究から研究動機づけ過程には達成目標傾向と能力・努力観、学習方法とが

含まれるとし、第’報において達成目標傾向と能力・努力観の各々が学習方法と関連があ
ることが明らかになった4)。第２報では各要因が１年次と卒業年次で変化することを確認
した5)｡この変化に対するカリキュラムの影響を測るため､教育評価と併せ第３報で検討し
たが､動機づけ過程との関連は見出せなかった6)｡カリキュラムは教育評価のみと関連が見
られた。
この結果を受けて、第４報からは達成目標はその具体化である自己成長意識として教員

に求める支援とともに学生に具体的な記述を求めた。その内容を分析．検討し、達成目標
傾向や教員の支援との相似性を確認した。学習方法は第５報で自己の課題としての自由記
述から分類を進め、学習方法と相違がないことを確かめた。また、能力．努力観はその根
底にあると仮定する自己効力感、および、その将来の具体的な表現とする人生成熟度の２
要因と、自己成長意識や自己の課題、教員に求める支援の記述内容との関連を検討し、一
定の傾向が確認できた。

図１学習動機づけ過程の概念図

このことから、本稿で学生の学習動機づけ過程を検討する場合、カリキュラムや教育に
対する評価による相違は変数に加えないこととし、「自己成長意識｣、「自己の課題｣、「教員
に求める支援｣、「人生キャリア｣、「自己効力感」の５要因について検討を進める。
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図２支援を構成する因子

(4)成長尺度、課題尺度、支援尺度の関連性
これまでの一連の研究では、高等教育機関の段階では、学生は将来に対する成長の目標

を持ち、そのための課題を抱えていると考えてきた。その課題に対して可能な支援を与え
るのが、現代の高等教育機関の役割であると考えてきている。したがって、今回の３つの
尺度はその関連性を備えていることが求められる。そこで、関連性について、成長課題お
よび、課題支援の各因子の得点に関しての相関係数を求めて、各尺度の連携性についての
分析を行った（図３)。
図からは、成長尺度の中で、「役割成長」対応する課題が明確になっていないこと、およ

び受容課題に対応する支援の方策が項目に盛り込まれていないことがわかる。尺度の完備
に向けてはこの点の検討が必要である。
(5)妥当性の検討に向けて
妥当性の検討のための測定は今回行っていないが、これまでの一連の研究で用いてきた
「人生キャリア尺度」および「自己効力感尺度」は、今回の３尺度の有効性を考察するの
に側面的な資料としての意味を持つと考えて、その関連性について分析を行った。
人生キャリアの３尺度（関心性、計画性、自立性）の合計点を点数順に４群に分け、成

長および課題の因子ごとに平均値の差に関して分散分析を行った。成長尺度では、「経済成
長｣、「関係成長｣、「役割成長」の３因子に関して有意差があり、いずれの場合にも、キャ
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リアの合計点が高いほど成長意識も高いことが検出されたb(1パーセント水準）また、課
題に関しては、「統制課題｣、「方法課題｣、「学習課題」について有意差があり（0.1パーセ
ント水準)、これも、キャリア得点が高いほど課題意識が高いことが見出された。このこと
は、二つの尺度が妥当な尺度として考えられる可能性を示唆している。

-露悪一］「酉扉悪．｜役割成長」｜精鰄長’
０．３６０．３１０．３６0.380.5０．４８ ６

方法課題 学習課題統制 受容課題課題
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５

３

３

０

●･３５０．４５

個支授

０．３１０．５０．３１０．５ ０．３２０．３２
３７０．４９ ０ 0.40.4

方法支援交溌支援

目標支援

進路支授 機会支授

動樋支授

図３尺度の因子の相互関係(相関係数.３０以上）

自己効力感は一般的には、支援への期待と関連が強いと考えられる。点数順に４群に分
けて、支援の各因子で平均値の差に関して分散分析を行ったところ、「機会支援」にのみ有
意差がみられた(0.1パーセント水準)。自己効力感の高い者ほど支援を期待する傾向が強
かった。また､｢方法支援」には強い傾向性が見られた(10パーセント弱)。この場合には、
自己効力感が低いほど支援を期待する傾向が強く、妥当な関連性として受け止められる。
今後は更に妥当性に関する検証を深めてゆきたい。
(6)今後の展開について
本研究では高等教育機関における生涯学習支援システムの構築を目指している。そのた

め研究開始当初から主な調査対象者は初学者とも言える１年次または２年次の学生とし、
調査を重ねてきた。しかし今後は高等教育機関に在籍期間中の学生は成長・発達による心
理面・社会面での変化が著しいことから、在籍年数による学生の変化に着目し、尺度の評
価に加味していく方針である。
今回は自由記述から尺度項目を抽出することに目的を絞ったために、調査対象が限定さ

れてしまった。今後はより広範の学生支援に活かせる尺度をうみだしてゆくために、専門
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領域、学年差、性別などの要因を踏まえた構造化を目指して行きたい。

6.まとめ
本報では学生個々の支援ニーズを判断する尺度を作成する事を目的として､「自己成長意

識」「自己の必要課題」「教員に求める支援」に関して自由記述とプレテストを通して尺度
化し､その信頼性と項目の妥当性を検討した｡自由記述での内容と部分的に異なる傾向や、
3尺度間相互のまたは「人生キャリア尺度」「自己効力感」との関連性が低い因子がある事
から項目の妥当性に関する検討が必要であることが示唆された。
しかし、尺度化によって個人による重みづけの相違や因子間の関連性の強弱を把握でき

るなど学生個々の支援ニーズを判断する尺度としての方向性は確認する事ができた。
今後は自由記述に立ち戻りながら学生の状況を踏まえて三つの尺度の項目を確認し、さ
まざまな対象者による因子構造の相違について要因を分析するなど、尺度の構成と妥当性
について検討を進める事を課題としたい。
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